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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界を取り巻く環境は、人件費の高騰等が収益面に影響

を与え、また人手不足も顕著化の度合いを増してまいりました。「品確法改正」や「地方自治法施行令の一部改

正」も相まって、作業品質レベルへの注目も一層高まってきております。 

このような状況下、ファシリティマネジメントの観点から総合的な営業・提案活動を強化しており、特に食の

安全が食品製造会社の喫緊の課題となっている中、食品工場の生産ラインの衛生管理等を行うサニテーション業務

の拡充に注力しております。また、当第３四半期連結累計期間においては、新たに受注したメンテナンス業務も多

く、また前連結会計年度よりスタートしたあるいは本格化した太陽光発電事業、ホテル運営事業、シンガポール現

地法人によるエアコンメンテナンス業務等も順調に推移しております。しかしながら、前年同期には大口の不動産

売却があったことから、前年同期と比較して売上高、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が減少してお

ります。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は205億11百万円（前年同期比23.1％減）、経常利益は7億14百万

円（前年同期比55.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は4億32百万円（前年同期比56.1％減）となりま

した。

セグメントの概況は、次のとおりであります。

① ビルメンテナンス事業 

ビルメンテナンス部門では、お客様のニーズを踏まえた省エネ・省コストに繋がる各種営業提案、作業品質を

維持・向上させるための現場チェック・作業指導活動等を継続して実施しており、新規現場の受注が増えており

ます。また、サニテーション部門でも、お客様の工場の稼働状況に合わせた柔軟な対応や、作業品質、衛生管理

等に高い評価をいただき、新規現場や追加業務の受注が増えており、前年同期と比較して売上高、セグメント利

益が増加いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は171億37百万円（前年同期比6.5％増）、セグメント利益は15

億75百万円（前年同期比0.2％増）となりました。 

② 不動産事業 

不動産事業では、不動産の売買、仲介及び保有している不動産の賃貸等を行っております。当第３四半期連結

累計期間においては大口の不動産売却による売上計上はなく、今後の案件への対応を進めた期間となりました。

前年同期には大口の不動産売却があったため、前年同期と比較して売上高、セグメント利益が大きく減少いたし

ました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4億28百万円（前年同期比94.3％減）、セグメント利益は1億

57百万円（前年同期比85.9%減）となりました。 

③ 介護事業 

介護事業では、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。当社グループでは、メルシー緑が丘

（大阪府豊中市）、メルシーますみ（大阪府池田市）、かおりの里（滋賀県大津市）、メルシー東戸塚（横浜市

戸塚区）を運営しており、入居者様・ご家族様の立場に立った高いレベルのサービスを提供しております。介護

スタッフの人件費の上昇等があるものの、入居稼働率が改善した施設もあり、前年同期と比較して売上高が増加

し、セグメント利益は前期までの赤字から脱却いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8億61百万円（前年同期比2.9％増）、セグメント利益は5百

万円（前年同期は47百万円のセグメント損失）となりました。 

④ フランチャイズ事業 

フランチャイズ事業では、ツタヤ、プロント、ミスタードーナツ、サルヴァトーレ・クオモ、やきとり家すみ

れ等の店舗展開を行っており、業態別に戦略を見直しながら営業強化を図っております。しかし、前年同期中に

閉店した店舗があったことや、一部苦戦している店舗もある影響で、前年同期と比較して売上高、セグメント利

益が減少いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は18億73百万円（前年同期比6.0％減）、セグメント利益は34

百万円（前年同期比22.7％減）となりました。 

⑤ その他事業 

その他事業では、茨城県潮来市及び岡山県小田郡の太陽光発電事業、沖縄県那覇市でのホテル運営事業、大阪

府豊中市での保育事業がそれぞれ順調であり、売上高及びセグメント利益に寄与いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2億11百万円（前年同期比22.2％増）、セグメント利益は48

百万円（前年同期比8.6％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は187億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ7億81百万円の

増加となりました。これは主に販売用不動産が17億76百万円増加し、現金及び預金が7億1百万円減少したことによ

るものであります。固定資産は128億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億43百万円増加いたしました。

 この結果、総資産は316億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ9億25百万円増加いたしました。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は120億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ9億34百万円

増加いたしました。これは主に短期借入金が12億80百万円、支払手形及び買掛金が1億93百万円、その他が3億54

百万円増加し、未払法人税等が7億17百万円、賞与引当金が1億34百万円減少したことによるものであります。固

定負債は57億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億29百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が

2億31百万円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は178億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ7億5百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は137億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億19百万

円増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益4億32百万円及び剰余金の配当1億50百万円

によるものであります。

 この結果、自己資本比率は43.5％（前連結会計年度末は44.1％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、平成28年5月12日公表の「平成28年３月期決算短信」に記載のとおりであ

り、業績予想は修正しておりません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,952,466 5,250,695 

受取手形及び売掛金 2,900,723 2,676,361 

商品及び製品 150,319 146,042 

販売用不動産 6,272,969 8,049,320 

未成工事支出金 5,545 35,805 

原材料及び貯蔵品 37,115 37,754 

その他 3,885,578 3,714,015 

貸倒引当金 △1,256,020 △1,179,321 

流動資産合計 17,948,697 18,730,675 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,592,070 3,472,769 

土地 5,677,949 5,683,157 

その他（純額） 1,150,601 1,262,881 

有形固定資産合計 10,420,621 10,418,807 

無形固定資産    

のれん 276,419 197,302 

その他 215,506 353,953 

無形固定資産合計 491,926 551,255 

投資その他の資産    

その他 1,936,185 2,021,934 

貸倒引当金 △92,779 △92,767 

投資その他の資産合計 1,843,406 1,929,166 

固定資産合計 12,755,954 12,899,229 

資産合計 30,704,651 31,629,904 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,626,560 1,820,208 

短期借入金 3,800,000 5,080,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,471,302 2,430,340 

未払法人税等 737,558 19,768 

賞与引当金 233,795 99,107 

その他 2,269,206 2,623,724 

流動負債合計 11,138,423 12,073,148 

固定負債    

長期借入金 4,494,792 4,263,164 

役員退職慰労引当金 233,093 235,154 

退職給付に係る負債 298,590 316,120 

その他 991,541 974,506 

固定負債合計 6,018,017 5,788,945 

負債合計 17,156,441 17,862,094 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,808,800 1,808,800 

資本剰余金 1,852,220 1,852,220 

利益剰余金 9,721,779 10,003,687 

自己株式 △78,463 △78,463 

株主資本合計 13,304,336 13,586,245 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 171,584 167,355 

為替換算調整勘定 △18,923 △67,435 

退職給付に係る調整累計額 91,212 81,644 

その他の包括利益累計額合計 243,873 181,564 

純資産合計 13,548,210 13,767,810 

負債純資産合計 30,704,651 31,629,904 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 26,668,779 20,511,458 

売上原価 21,485,110 16,281,348 

売上総利益 5,183,669 4,230,110 

販売費及び一般管理費 3,575,059 3,608,052 

営業利益 1,608,609 622,057 

営業外収益    

受取利息 34,838 30,597 

受取配当金 6,211 7,778 

持分法による投資利益 5,699 6,616 

貸倒引当金戻入額 2,265 76,700 

その他 56,871 52,666 

営業外収益合計 105,885 174,358 

営業外費用    

支払利息 63,244 48,765 

支払手数料 21,121 13,282 

貸倒引当金繰入額 10,988 - 

為替差損 2,608 5,720 

その他 3,455 14,002 

営業外費用合計 101,417 81,770 

経常利益 1,613,078 714,646 

特別利益    

固定資産売却益 3,956 - 

投資有価証券売却益 6,866 1 

その他 1,306 - 

特別利益合計 12,128 1 

特別損失    

固定資産除却損 1,839 62 

投資有価証券評価損 - 5,000 

会員権評価損 - 4,000 

減損損失 - 21,683 

和解金 10,200 - 

その他 - 145 

特別損失合計 12,039 30,891 

税金等調整前四半期純利益 1,613,167 683,756 

法人税、住民税及び事業税 711,332 191,749 

法人税等調整額 △83,101 59,178 

法人税等合計 628,230 250,928 

四半期純利益 984,936 432,827 

親会社株主に帰属する四半期純利益 984,936 432,827 

 

- 6 -

㈱ビケンテクノ（9791）平成29年3月期　第３四半期決算短信　　



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 984,936 432,827 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 27,731 △4,228 

為替換算調整勘定 △35,127 △48,512 

退職給付に係る調整額 10,295 △9,567 

その他の包括利益合計 2,899 △62,308 

四半期包括利益 987,835 370,519 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 987,835 370,519 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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